
新新ガッツだ
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　ミュージカル「火の鳥」の
スタッフが、９月18日㈮、国
東高校を訪れ、演劇の楽し
さを体験してもらおうと「演
劇ワークショップ」を行いま
した。演出家の指導を受け
た生徒の代表が「火の鳥」
の一場面を演じた後、観る
側、演じる側に分かれて意
見交換を行いました。

劇団わらび座ミュージカル

火の鳥～鳳凰編～
日時　11月７日㈯　午後２時～
場所　アストくにさき
料金　一般　　　　2,000円
　　　高校生以下　1,000円
　　　（ともに当日500円増し）

問い合わせ　生涯学習課
☎0978-72-2121

国東高校で
「演劇ワークショップ」
　　　　　　　（体験型講座）

決算の概要をお知らせします
行財政改革の取組状況を
　　　　　　お知らせします
保健のページ
まちの話題
くらしの情報コーナー
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4月に国東町内の4中学校が統合して誕生した国東中
学校（手嶋英明校長・生徒361人）で、９月20日㈰、初め
ての体育大会が開催されました。「闘志を燃やし、仲間を
信じ、団結するぞ四つの魂！！ 国東中最初の体育大会」を
スローガンに、応援合戦や騎馬戦など4チームに分かれ
熱戦が繰り広げられました。

国東中学校で初めての体育大会

『
東
遊
草
』│
往
復
千
六
百
キ
ロ
の
大
旅
行
│

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
浦
梅
園
は
ほ
と

ん
ど
よ
そ
の
土
地
に
出
る
こ
と
な
く
郷
里
国
東
の
富

永
で
過
ご
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
涯
で
三
度
、
長
途

の
旅
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
が
、
二
十
八
歳
の

時
の
伊
勢
参
宮
の
旅
で
し
た
。
二
月
十
一
日
に
富
永
を

出
発
し
、
三
月
二
十
三
日
に
今
在
家
の
港
（
現
在
の
国

東
港
）
に
到
着
し
た
、
四
十
二
日
間
、
距
離
に
し
て
約

四
百
里
（
１
、
６
０
０
㎞
）の
大
旅
行
で
し
た
。

　

…

二
月
十
一
日
　

富
永
よ
り
高
田
ま
で
　

五
里

こ
の
日
天
晴
れ
風
朗
な
り
。
　

貞
右
衛
門
と
い
へ
る

男
を
と
も
な
ひ
て
、
う
か
れ
出
ぬ
。…

　

（
こ
の
日
は
晴
天
で
風
も
心
地
よ
く
、
貞
右
衛
門
と
い
う
男

を
道
連
れ
に
、
心
も
ウ
キ
ウ
キ
出
発
し
た
。）

　

豊
後
高
田
、
中
津
、
小
倉
、
下
関
、
そ
し
て
「
山

陽
道
」
の
宿
場
宿
場
を
経
て
、
大
阪
、
奈
良
を
め
ぐ

り
、
伊
勢
神
宮
へ
。
帰
り
は
伊
勢
か
ら
琵
琶
湖
、
京

都
を
め
ぐ
り
大
阪
に
出
て
い
ま
す
。
大
阪
か
ら
は
船

旅
で
、
途
中
四
国
の
金
比
羅
宮
に
詣
り
、
国
東
に

帰
っ
て
い
ま
す
。

　

梅
園
は
こ
の
と
き
の
旅
の
様
子
を
『
東
遊
草
』
と

い
う
書
物
に
記
録
し
て
い
ま
す
。『
東
遊
草
』
に
は
、

伊
勢
参
宮
の
感
激
の
様
子
ば
か
り
で
な
く
、
途
中
の

宿
場
の
様
子
、
各
地
の
名
所
旧
跡
の
こ
と
、
道
連
れ

の
人
々
と
の
交
流
な
ど
実
に
興
味
深
い
出
来
事
が
描

き
出
さ
れ
て
い
て
、
紀
行
文
学
作
品
と
し
て
も
立
派

に
通
用
す
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
旅
行
を
終
え
た
梅
園
は
、
や
が
て
、
堰
を

切
っ
た
よ
う
に
「
天
地
を
貫
徹
す
る
条
理
」
の
世
界

を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

『東遊草』稿本

三浦梅園
伊勢参宮
旅程

※三浦梅園の伊勢旅行記『東遊草』は、三浦梅園
　資料館で一般に展示しています。
問い合わせ  三浦梅園資料館 ☎0978-64-6311
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